
  

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄小校歌を口ずさんで！ 

2021 年 1 月 19 日 ● Vol. 9  第 9 号 ● つくば市金田 54 ●  (029) 857-2037   

 

さかえ小 ニュースレター 
 

栄小の歴史 

栄小学校は，つくば市東部，研究学園都市地区に隣接する地域にあります。桜川の氾濫原に広い田園が

広がる農業地域ですが，大きな集落があり，学校近くには古くからの商店，銀行，郵便局，旅館などが建ち並

ぶ旧桜村の中心部でした。現在は TX 沿線開発地域のひとつとして中根・金田台地区が指定され，大きな沿

線開発がすすんでいます。 

栄小の歴史は明治 5 年の学制発布までさかのぼります。以下，その歴史を追ってみましょう。 

《沿革》 

明治 5 年  私塾を廃し，大村，古来の２ヵ村に小学校を創設する。 

明治 12 年 11 月 5 日 上記 2 校を廃し，金田村に連合高を指定。安養寺を校舎にする。 

明治 17 年 7 月 1 日 金田高等小学校と改称する。 

明治 19 年 12 月 25 日 横町尋常小学校と改称する。 

明治 22 年 6 月 30 日 栄尋常小学校と改称する。 

明治 26 年 3 月 20 日 栄尋常高等小学校と改称する。 

明治 36 年 12 月 20 日 現在地に校舎新築，新築落成開校式を挙行する。 

                   ※ 創立記念日は，この日に由来します。 

昭和 16 年 4 月 1 日 栄国民学校と改称する。 

昭和 22 年 4 月 1 日 学制改革により栄村立栄小学校となる 

昭和 30 年 7 月 22 日 桜村立栄小学校となる。 

昭和 62 年 11 月 30 日 つくば市立栄小学校となり現在に至る。 

※ 現在の校舎が完成したのが，昭和 47 年 2 月，体育館竣工は昭和 48 年 5 月，プール（現在プ

ールではありません。保健室にところにありました）竣工は同年 7 月です。 

 

現児童数は 268 人，かなり前からその数は安定しています。研究学園都市に近い場所にありながら，豊

かな環境が残っています。地域の方に見守られ，子供たちは元気に登校しています。 

1 月 18 日から「なわとび検定」がはじまりました。体育の時間や休み時間

に，なわとびに熱心に取り組む様子を見ることができました。練習した成果

を，存分に発揮してください。名人になるには 110 点以上が必要，16 の種目

を万遍なくこなす必要があります。さあ，何級に合格できるでしょうか？ 昼休みになわとびを 

する様子 

昇降口前にある校歌の石碑 

栄小学校校歌 

2020 年度も残すところ２ヵ月余りとなりました。コロナウイルス感染症の影響を受け，ソーシャルディスタン

スや消毒の徹底，行事の見直しなどして活動して参りましたが，どうしても取り組めなかったことのひとつが

“合唱”です。中でも，行事や儀式で元気に歌っていた校歌は，本年度一度も歌うことなく過ごしてしまいまし

た。 

母校の校歌は，大人になっても口ずさむことができるものです。将来，さまざまな立場にたって自分自身を

振り返るとき，校歌とともに小学校を思い返してほしいものです。校歌と小学校の歴史を振り返ってみましょ

う。 

栄小学校校歌は，昭和 33 年（1958）に，作詞 小神野藤花（とうか），作曲 山口正雄によってつくられまし

た。小神野は九重小学校や桜南小学校，桜中学校の校歌も手掛けた人物です。作曲は山口とありますが，

人物像を知る手がかりはありませんでした。曲の補修者としての細谷は，山田耕作の門下生で NHK 専属作

曲家として活動した人物です。 

歌詞を見ると，この地方の校歌にはつきものの“筑波山”と“桜川”が歌われています。コロナ感染者の増

加で，社会は大きな変化を求められていますが，筑波山や桜川は姿を変えず在り続けています。栄小を巣立

っていく子供たちは，大きく成長して筑波山や桜川をふと見た時に，校歌を思い出し小学校の淡い思い出に

浸ることがあるでしょう。校歌が自分をつくる一つのアイデンティティになってほしいものです。 

なわとび検定始まる！ 

栄小学校校歌 

制定 昭和 33 年 

作詞 小神野籐花 

作曲 山口 正雄 

補修 細谷 一郎 

 

１ むらさきにおう 筑波山 

  あおぐ瞳も 晴れやかに 

  平和の庭の 春秋を 

  強く正しく のびてゆく 

  われらの 栄小学校 

 

２ 緑の風に 澄みわたる 

  流れさやかな 桜川 

  水より清き まごころを 

  玉と磨いて 励みゆく 

  われらの 栄小学校 

 

３ 輝く歴史 受け継いで 

  望み明るく 手をつなぎ 

  郷土の明日を にないつつ 

  文化の花を 開きゆく 

  われらの 栄小学校 

発行人よりひとこと 

2021 年が始まりました。今年もよろ

しくお願いいたします。 

校舎前のポスターには「新しい１年

がはじまる～目標に向けて突き進

め！～」と記しました。先が見えない

世の中だからこそ，自分の目標をしっ

かり立て，歩んでいってほしいと思い

ます。 


